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会 議 録 

１ 会議名 

 令和 5 年度第 6 回柿崎区地域協議会 

２ 議題(公開・非公開の別) 

（1） 協議事項（公開） 

・令和 5 年度まちづくりフォーラムの開催について 

(2)  報告事項（公開） 

  ・上越市過疎地域持続的発展計画変更（案）に係る答申に対する通知について 

  ・（仮称）かきざき空き家利活用推進協議会 第 3 回設立準備委員会及び第 32

回柿崎空き家活かそうプロジェクト会議の協議結果について 

  ・第 3 回明日へつなぐ事業検討委員会の協議結果について 

(3)  その他（公開） 

３ 開催日時 

令和 5 年 9 月 19 日（火）午後 6 時 30 分から午後 7 時 26 分まで 

４ 開催場所 

柿崎コミュニティプラザ 3 階 305～307 会議室 

５ 傍聴人の数 

1 人 

６ 非公開の理由 

なし 

７ 出席した者（傍聴人を除く) 氏名（敬称略) 

・委 員： 貝谷雅子、小出祥世、武田正教、

中村誠、  

・事務局：柿崎区総合事務所 新部所長、小林次長、石澤次長、 

五十嵐産業グループ長、田原建設グループ長、 

池田市民生活・福祉グループ長、熊木地域振興班長、大場主査 
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８ 発言の内容（要旨） 

【小林次長】 

・地域協議会の開会を宣言。 

・岩野秀樹委員、 宏樹委員 、小山慶委員の欠席

を報告。 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 2 項の規定により、委員の半数

以上の出席を確認、会議の成立を報告。 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 1 項の規定により、会議の運営

は会長が行う旨を説明。 

 

・会長挨拶。 

・会議録署名委員に白井一夫委員を指名。 

・4 協議事項⑴令和 5 年度まちづくりフォーラムの開催について、事務局から説

明をお願いする。 

【熊木班長】 

・資料 1 により、令和 5 年度まちづくりフォーラムの開催について説明。 

 

・開催の有無については、次期地域協議会委員公募の概要説明がありますので、

開催しなければならないと思っている。 

・ご意見がある方は挙手願う。 

 （なし） 

・皆さんの合意を経てから、実行委員を決めてスタートしたい。開催に対して賛

成の方は挙手願う。 

 （全委員が賛成） 

・皆さんからの合意が得られたため、まちづくりフォーラムを実施したい。 

・それでは、実行委員は今ほど事務局から説明があったが、岩野委員、薄波委員、  

貝谷委員、片桐宏樹委員、片桐充委員、小出委員、小山委員の 7 人からお願い

したい。 

・後で、事務局と実行委員会の日時を決めていただき、今日、欠席の方も含めて

事務局から連絡をお願いする。 
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・2 月 20 日前後の実施を検討していただきたい。 

・まちづくりフォーラムの開催にあたり、実行委員以外の委員で何か希望等があ

ったらお願いする。 

・蓑輪委員はどうか。 

【蓑輪委員】 

・講演会をどうするかが苦労すると思う。講演は地域の皆さんが関心のあるテー

マとする必要がある。 

・必ず講師を呼んで講演会をしなければならないということもないため、地域協

議会が取り組んでいる、みんなの保育園を考える会や柿崎空き家活かそうプロ

ジェクトの活動報告だけでもいいと思う。 

 

・𠮷村委員はどうか。 

【𠮷村委員】 

・フォーラムの中に産業廃棄物の最終処分場の担当から実施方法等についての説

明を入れたらどうかと思っている。 

 

 ・ぜひお願いしたい。 

 ・中村委員はどうか。 

【中村委員】 

・特にない。 

 

 ・武田委員はどうか。 

【武田委員】 

・今年は地域活動支援事業の発表が無いため、その分で何かをやらなければなら

ないと思う。空き家利活用推進協議会のＰＲと柿崎まちづくり振興会がコミュ

ニティバスを 10 月から運行するため、半年間の状況を報告してもらったらど

うか。このまま皆さんがこのバスを使わないと、このバスも無くなるという切

迫感をアピールする必要があると思う。 

 

・私もそれは大事だと思う。 
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・白井副会長はどうか。 

【白井委員】 

・特にない。 

 

・それでは、5 報告事項⑴上越市過疎地域持続的発展計画変更（案）に係る答申

に対する通知について事務局から報告をお願いする。 

【熊木班長】 

・8 月 22 日開催の第 5 回地域協議会において、｢上越市過疎地域持続的発展計画

変更（案）について｣の諮問に対する答申の内容を協議し、地域住民の生活に

支障はないものと認めていただいた。 

・資料 2 のとおり 8 月 22 日付けで市へ答申書を提出した。それを受け、市から

答申に対する通知が資料 3 のとおり地域協議会へ届いた。 

・資料 2 及び資料 3 を読み上げ。 

 

・次に⑵ （仮称）かきざき空き家利活用推進協議会 第 3 回設立準備委員会及び

第 32 回柿崎空き家活かそうプロジェクト会議の協議結果について、蓑輪委員

長から報告をお願いする。 

【蓑輪委員】 

・資料 4 及び追加資料により、（仮称）かきざき空き家利活用推進協議会第 3 回

設立準備委員会及び第 32 回柿崎空き家活かそうプロジェクト会議について報

告。 

 

・柿崎空き家活かそうプロジェクト会議に参加していない委員の皆さんから質問、

意見等があったらお願いする。 

（なし） 

・空き家問題は、この地域協議会が始まってからの課題であり、何とか協議会を

立ち上げたい。皆さんの協力をお願いする。 

・次に⑶第 3 回明日へつなぐ事業検討委員会の協議結果について、小出委員長か

ら報告をお願いする。 

【小出委員】 
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・資料 5 により、第 3 回明日へつなぐ事業検討委員会の協議結果について報告。 

 

・委員の皆さんから質問、意見等があったらお願いする。 

【蓑輪委員】 

・里山イノベーション研究会について非常に個人的に興味がある。上越地区には、

里山のいろいろな有効活用があると思うが、これ以外に何かあれば教えていた

だきたい。また、里山イノベーション研究会と強力な連携を持って進めていた

だきたい。 

【小出委員】 

・アウトドアサウナの体験会のチラシを見て、その事務局が里山イノベーション

研究会であることを知った。他に里山の活動を行っている団体もあるとは思う

が把握していない。今後、事業を展開するためには、核となる実施団体が必要

であることから、実施団体を調べることと繋がりを持つことが必要であると思

う。里山イノベーション研究会とコンタクトを取っていきたい。 

 

・上越市では、桑取地区でＮＰО法人が棚田の田植え、稲刈り等のイベントをし

ている。柿崎区でも里山活動の団体が立ち上がれば、いろいろなイベントに結

び付けることができる。 

【小出委員】 

・核となる実施団体がないと、話をしていても誰がやるのかという話になり、実

施は難しい。 

 

・実施団体を調査し報告をお願いする。 

・他に意見等はないか。 

 （なし） 

・それでは、6 その他に移る。 

・事務局から今後の日程についての説明をお願いする 

【熊木班長】 

⑴（仮称）かきざき空き家利活用推進協議会 第 4 回設立準備委員会の開催につ

いて説明 
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⑵ 第 7 回柿崎区地域協議会の開催について説明 

⑶ 第 4 回明日へつなぐ事業検討委員会の開催について説明 

⑷ 第 5 回柿崎区地域協議会だより編集委員会の開催について説明 

 

・まちづくりフォーラムの実行委員会の日程を決め、実施していただきたい。 

・次に配付物について、事務局から説明をお願いする 

【熊木班長】 

⑴ 上越市女性サポートセンター ワーク・ライフ・バランス推進セミナー「ワ

ーク・ライフ・バランスで会社が利益体質に変わった」について説明 

⑵ 男女共同参画推進センター講座ＬＧＢＴと子育てについて説明 

⑶ 【第 51 号】柿崎区地域協議会だよりについて説明 

 

・その他で皆さんから何かないか。 

 （なし） 

・それでは閉会とする。 

【白井副会長】 

・地域協議会の閉会を宣言。 

（午後 7 時 26 分閉会） 

９ 問合せ先 

柿崎区総合事務所総務･地域振興グループ 

TEL：025-536-6701（直通） 

E-mail：kakizaki-ku@city.joetsu.lg.jp 

10 その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 

 


